
平成 19年 12月 10日

別府国際観光港で交通バリアフリ－教室を開催

九州運輸局では、１２月１４日（金）、別府市「別府国際観光港」において交通バリアフリー教
室を開催します。これは、障害者疑似体験及び介助体験を通してバリアフリーについての理解と
思いやりの気持ちを持ってもらうために毎年九州各地で開催しているもので、今回は１１月に就
航した新造船「さんふらわあごーるど」を使用しての体験となり、また海事思想普及の観点から
新船の学習も実施します。

記
Ⅰ 趣旨
平成１２年１１月に 「高齢者、身体障害者等の公共交通機関を利用した移動の円滑化の促進に
関する法律」いわゆる「交通バリアフリー法」が施行されたのに伴い、公共の旅客施設や車両等
のバリアフリー化は着実に進められています。
また、平成１８年１２月に「高齢者・障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律」いわゆ
る「バリアフリ－新法」が施行され今後より面的で一体的･総合的なバリアフリ－化の推進が求め
られています。
一方、高齢者や障害者等が気軽に公共交通機関を利用できるようになるためには、ハード面の
整備を推進することに加えて、社会全体でバリアフリー化を支えていくためのソフト面の環境作
りも重要です。
このため、「交通バリアフリー教室」を開催し、高齢者、障害者等に対する介助の体験等を行う
ことを通して、交通バリアフリーについての理解を深めるとともに、ボランティアに関する意識
を醸成し、誰もが高齢者、障害者等に対し、「お手伝いしましょうか」とごく自然に声をかけてサ
ポートできる「心のバリアフリー」社会の実現を目指すものです。
Ⅱ 開催概要
(1) 日 時 平成１９年１２月１４日(金) ９：２０～１１：４５
(2) 場 所 別府国際観光港
(3) 参 加 者 別府市立春木川小学校４年生 ３９名
(4) 後 援 大分県、別府市
(5) 協 力 株式会社ダイヤモンドフェリ－、関西汽船株式会社別府支社

社会福祉法人別府市社会福祉協議会
Ⅲ 実施内容
(1) 車椅子サポ－ト体験
(2) 視覚障害者サポ－ト体験
(3) 新船学習

問い合わせ先
九州運輸局 交通環境部消費者行政･情報課
担当 峯・関
電話 092-472-2333

Ｎｅｗｓ Ｒｅｌｅａｓｅ 国土交通省九州運輸局




